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Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し

た
市
内
経
済
の
復
興
や
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減

少
問
題
に
つ
い
て

Ａ　
大
手
企
業
の
好
業
績
な
ど

を
背
景
に
株
価
は
高
値
を
更
新

し
、
国
内
経
済
に
は
明
る
い
兆

し
も
。
本
市
に
お
い
て
も
新
規

就
農
者
支
援
や
計
画
的
な
森
林

整
備
、
中
小
企
業
の
体
質
強
化
や
新
規
創
業
支

援
な
ど
、
各
種
取
り
組
み
を
総
合
的
に
講
じ
な

が
ら
、
産
業
全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
少
子
化
や
人
口
減
少
に
つ
い
て
も
早
急
な
対

策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
男
性
育

休
取
得
の
配
置
基
準
の
見
直
し
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
時
間
の
充
実
な
ど
、
女
性
が

「
仕
事
」
と
「
家
庭
」
を
両
立
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
と
と
も

に
、
地
域
や
社

会
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る

機
運
を
醸
成
す

る
こ
と
が
重
要
。

Ｑ　
令
和
４
年
度
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

Ａ　
決
算
見
込
額
は
５
月
31
日
現
在
で
、
歳

入
３
４
６
億
４
千
万
円
、
歳
出
３
２
９
億
８
千

万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
16
億
６
千
万
円
。
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
明
許
等
）

１
億
９
千
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
14

億
７
千
万
円
。

Ｑ　
国
道
2
９
４
号
白
河
バ
イ

パ
ス
の
開
通
に
伴
い
、
ベ
イ
シ

ア
か
ら
南
湖
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

新
白
河
駅
南
湖
線
を
通
行
す
る

車
両
が
増
加
し
、
農
業
従
事
者

か
ら
危
険
を
感
じ
る
と
の
意
見

が
あ
る
。
農
業
従
事
者
の
安
全

を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
新
白
河
駅
南
湖
線
の
西
大
沼
地
内
に
あ

る
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
か
ら
国
道
２
９
４
号
白
河
バ

イ
パ
ス
ま
で
の
区
間
は
、
周
辺
が
農
地
で
あ
り
、

農
繁
期
は
農
業
従
事
者
が
頻
繁
に
利
用
す
る
道

路
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
区
間
は
白
河
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
伴
い
、
新
白
河
方
面
へ
走
行
す
る

車
の
交
通
量
が
増
大
し
て
お
り
、
農
業
従
事
者

よ
り
安
全
対
策
を
求
め
る
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
５
月
に
減
速

を
促
す
看
板
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
交
通
状

況
を
確
認
し
、
効
果

的
な
安
全
対
策
を
講

じ
る
。

Ｑ　
今
年
の
敬
老
会
と
敬
老
祝
い
金
の
増
額
に

つ
い
て

Ａ　
９
月
27
日
に
コ
ミ
ネ
ス
で
開
催
す
る
予

定
。
敬
老
祝
い
商
品
券
２
千
円
は
75
歳
以
上
の

方
全
員
に
支
給
さ
れ
る
。
敬
老
祝
い
金
増
額
は
、

団
塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る
「
二
〇

二
五
問
題
」
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
敬
老
会

の
あ
り
方
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
。

北野　唯道 議員

大花　務 議員

喫緊の課題である人口減少問題はどのように

新白河駅南湖線の安全対策について

女性が両立できる環境と社会全体で子育て支援する気運醸成が重要

減速を促す看板を設置した

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
６月定例会では９名の議員が一般質問を行いました。６月定例会では９名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

６月定例会において延べ35名の方が傍聴にお越
しくださいました。ありがとうございました。
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Ｑ　
近
頃
本
市
郊
外
に
お
い
て

日
常
生
活
の
不
便
さ
か
ら
不
安

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
る
が
、

本
市
郊
外
地
域
の
振
興
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
地
域
の

人
々
の
自
発
的
な
活
動
の
支
援

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
を
図
り
、
地
域
の
振
興
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
公
共
交

通
の
充
実
に

つ
い
て
、
循

環
バ
ス
路
線

延
伸
や
路
線

バ
ス
の
利
活

用
を
考
え
て

ほ
し
い
。

Ａ　
本
市
の
公
共
交
通
施
策
の
「
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
の
新
た
な
計
画
の
策
定
の
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
を
重
ね
て
ま
い
る
。

Ｑ　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
一
時
預

か
り
の
実
施
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
本
市
で
は
、
空
き
定
員
に
余
裕
が
な
い
施

設
が
多
い
の
で
、
現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い
。

Ｑ　
こ
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
児
童
生
徒
の
成
長
の
理
解
に
努
め
、
個
々

の
興
味
・
関
心
・
意
欲
等
を
踏
ま
え
て
指
導
支

援
し
、
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
生
き
生
き
学
べ

る
よ
う
各
学
校
に
指
導
し
て
ま
い
る
。

佐川　京子 議員

本市郊外地域の生活の不便さへの対応策を伺う
地域自ら知恵を出して行政と地域で話し合いコラボしていきたい

Ｑ　
市
民
協
働
へ
の
考
え
を
問

う
。

Ａ　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

将
来
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
維

持
発
展
を
図
る
に
は
、
行
政
、

自
治
会
、
市
民
活
動
団
体
、
事

業
者
な
ど
が
そ
の
役
割
や
責
任

を
担
い
、
信
頼
関
係
の
も
と
で

課
題
の
共
有
と
解
決
の
た
め
に

協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
従
来
に
も
増
し

て
重
要
で
あ
る
。

Ｑ 

市
民
協
働
専
門
部
署
が
必
要
で
は
。

Ａ　
市
民
協
働
に
関
す
る
業
務
は
「
し
ら
か
わ

市
民
活
動
支
援
会
」
に
委
託
し
て
い
る
。
相
談

体
制
の
強
化
や
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
や
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、
専

門
部
署
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
民
が
来
庁
さ
れ
た
際
の
窓
口
対
応
を
伺

う
。

Ａ　
市
役
所
を
訪
れ
る
お
客
様
に
は
、
忙
し
い

中
、
不
安
や
話
し
に
く
い
こ
と
の
相
談
な
ど

様
々
な
方
が
い

る
。
窓
口
で
は

笑
顔
で
お
迎
え

し
、
気
持
ち
の

こ
も
っ
た
あ
い

さ
つ
で
お
見
送

り
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

行
政
は
最
大

の
サ
ー
ビ
ス
業

で
あ
る
。

Ｑ　
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
し
た
高
校
生
以
下
の
子
ど

も
や
高
齢
者
に
対
し
て
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

Ａ　
本
市
に
お
け
る
過
去
３
年

間
の
自
転
車
利
用
中
の
交
通
事

故
被
害
者
数
は
令
和
２
年
が
死

亡
者
１
名
、
負
傷
者
６
名
、
令

和
３
年
が
負
傷
者
４
名
、
令
和
４
年
が
負
傷
者

６
名
と
な
っ
て
い
る
。
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
、
自
転
車
利
用
の

方
が
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
の
歩
行
者
な
ど
へ
の
安
全
意
識
の
向
上
や
、

交
通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
り
、
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
時
の
一

部
助
成
に
つ
い
て

は
、
警
察
署
や
関

係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
先
進
地

の
事
例
も
参
考
に

検
討
し
て
ま
い
る
。

Ｑ　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
周
知
及

び
啓
発
活
動
に
つ
い
て

Ａ　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
小
学
６
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
の
女
性
を
対
象
に
定
期
接
種
が

行
わ
れ
て
い
る
。
周
知
等
に
つ
い
て
は
、
個
別

勧
奨
は
が
き
の
送
付
や
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通

知
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
周
知
を
し
、
広
報
等

で
勧
奨
記
事
を
掲
載
す
る
。

緑川　摂生 議員

室井　伸一 議員

市民協働を推進するために専門部署の設置を！！

自転車乗車中の致命傷の部位は？

他自治体の事例を参考に検討していく

約６割は頭部の負傷が要因

11

空から見た五箇地区
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Ｑ　
最
近
、
高
齢
者
が
起
こ
す

悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
発
し
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
市
民
の
中
に
も
運

転
免
許
証
を
返
納
す
る
高
齢
者

が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

市
民
か
ら
、
現
在
の
公
共
交
通

網
及
び
現
在
の
支
援
制
度
で
は

生
活
が
で
き
な
い
と
の
声
が
挙

が
っ
て
い
る
。
市
は
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ　
返
納
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ

シ
な
ど
を
活
用
し
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
か
ら
は
担
当
課
に
対
し
、
移
動
手
段
が
大

変
で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
先
進

事
例
を
参
考
に
し
、
関
係
機
関
と
と
も
に
地

域
公
共
交
通

網
形
成
計
画

等
に
よ
り
検

討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
現
在

の
支
援
制
度

に
つ
い
て
も

拡
充
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
動
物
愛
護
行
政
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
ご
指
摘
の
い
た
だ
い
て
い
る
事
案
等
に
つ

い
て
は
、
現
地
に
赴
き
、
関
係
者
に
説
明
し
て

い
る
。
今
後
も
同
様
に
し
て
い
き
た
い
。

大竹　功一 議員

これで、運転免許証が返納できるか。との市民の声！
制度全体を多方面から検討し、関係機関と連携しながら、改善を図りたい

Ｑ　
「
内
発
的
発
展
」
と
は
何

か
、
ど
う
実
現
し
て
き
た
の
か
、

今
後
あ
る
べ
き
「
農
村
の
内
発

的
発
展
」
に
関
す
る
考
え
は
。

Ａ　
住
民
主
体
の
地
域
資
源
等

の
合
理
的
活
用
に
関
す
る
概

念
。
実
現
例
は
、
中
小
企
業
支

援
「
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
」
設

立
、
小
峰
城
の
文
化
資
産
継
承

等
。
そ
し
て
農
村
の
農
地
集
約
化
計
画
や
新
規

就
農
・
農
産
物
地
産
地
消
支
援
等
の
推
進
に
あ

る
。

　
付
言　
現
段
階
の
農
村
の
「
交
流
型
内
発
的

発
展
」
を
要
請
す
る
二
つ
の
視
点
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
の
地
域
の
脱
炭
素
化
と
食
料
安

全
保
障
と
し
て
の
地
域
食
料
自
給
率
向
上
、
二

つ
の
体
現
例
「
地
域
循
環
共
生
圏
」
と
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ー
ド
法
案
・
条
例
」
を
提
案
し
た
い
。

Ｑ　
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
」
に
お
け
る
農

業
・
製
造
業
・
市
民
生
活
の
脱
炭
素
化
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

Ａ　
農
業
は
ス
マ
ー

ト
農
業
等
製
造
業
は

再
エ
ネ
等
の
事
例
の

上
で
団
体
と
連
携
。

市
民
生
活
は
環
境
フ

ォ
ー
ラ
ム
等
推
進
。

Ｑ　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
」
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

Ａ　
男
性
の
家
事
応
援
講
座
、
育
休
取
得
促
進

環
境
の
推
進
等
。

　
付
言  SD

G
s

視
点
の
検
討
を
。

Ｑ　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に

伴
い
、
子
ど
も
未
来
室
と
各
部

署
の
連
携
等
に
お
け
る
課
題
と

今
後
の
方
向
性
は
何
か
？

Ａ　
関
係
部
署
と
連
携
し
て
い

る
が
、
家
庭
環
境
等
の
背
景
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
本
質
的

な
解
決
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
市

民
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
対
応
と
各
課
の
切
れ
目

の
な
い
連
携
を
心
掛
け
て
い
く
。

Ｑ　
高
齢
者
の
支
援
に
関
す
る
各
部
連
携
強
化

を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の
考
え
は
？

Ａ　
各
関
係
機
関
に
直
接
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
国
の
「
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

綱
」
と
同
様
に
、
市
の
調
査
対
象
と
調
査
項
目

の
見
直
し
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の
考
え

は
？ 

Ａ　
十
分
な
調
査
対
象
の
確
保
と
調
査
項
目
の

精
査
を
行
っ
た
上
で
、
今
年
度
の
調
査
を
進
め

て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
に
お
け
る
保
護
者
と
の
連
絡
手

段
は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
利
便
性
の

向
上
と
教
員
の
業
務
削
減

を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が

教
育
長
の
考
え
は
？

Ａ　
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
も
校

長
会
等
で
協
議
を
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

荒井　寿夫 議員

大木　絵理 議員

「ローカルフード法・条例」等による「農村の内発的発展」実現を

こどもの貧困対策、調査数と調査項目の見直しを行うべき

農村の農地集約化計画、新規就農・農産物地産地消等を支援する

今年度の調査では、十分な精査を行い進めていきたい

12

人類がこの地球で暮らし続
けていくために、2030年ま
でに達成すべき目標
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財
政
運
営
に
つ
い
て

Ｑ　

財
政
健
全
度
を
示
す
財

政
指
標
・
実
質
公
債
費
比
率

が
、
合
併
直
後
（
２
０
０
６
年

度
）
の
23
・
４
％
か
ら
、
15
年

後
（
２
０
２
１
年
度
）
に
は
、

９
・
５
％
へ
と
改
善
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

Ａ　
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
歳

出
削
減
、
補
助
金
等
の
最
大
限
活
用
、
起
債

（
借
金
）
の
場
合
は
交
付
税
措
置
（
国
か
ら
補

て
ん
）
の
高
い
も
の
を
選
択
、
財
源
確
保
や
実

質
的
な
債
務
の
抑
制
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、

企
業
誘
致
や
徴
収
率
の
向
上
で
市
税
を
増
や
し

て
き
た
。

Ｑ　
余
裕
財
源
（
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
）
が
常
に
80
億
円
超
が

積
立
て
ら
れ
て
い
る
。
積
立
額
の
目
標
は
あ
る

の
か
。
生
き
た
金
と
し
て
市
民
要
求
に
も
っ
と

応
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
積
立
の
目
標
・
基
準
は
な
い
。
か
つ
て
基

金
が
な
い
た
め
潰
れ
た
地
方
自
治
体
が
多
く
あ

っ
た
。
選
挙
の
た
め
な
ら
市
民
要
求
に
ど
ん
ど

ん
応
え
る
方
が
有
利
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
の

公
共
施
設
等
整
備

や
複
合
施
設
建
設

な
ど
の
た
め
に
こ

れ
く
ら
い
あ
れ
ば

間
に
合
う
だ
ろ
う

と
い
う
判
断
で
あ

る
。

深谷　弘 議員

80億超の余裕財源を使い、もっと市民要求に応えるべき
選挙のためなら市民要求に応える方が有利だが、将来のためには積立が必要（市長）

令和４年度　政務活動費収支報告
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費として市から
交付されるものです。本市議会では一人あたり月額 2万円、年額 24万円を上限として交
付し、残額が生じたときは返納することになっています。

ＮＯ 氏　　　名 交付額 支出額
支　　出　　内　　訳

返納額 個人負担額
調査研究費 研修費 広報費 広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費

1 大　木　絵　理 240,000 276,206 17,203 91,026 155,986 0 250 11,741 0 0 36,206
2 吉　見　優一郎 240,000 235,408 20,000 51,150 62,158 0 0 68,000 34,100 4,592
3 鈴　木　裕　哉 240,000 248,463 28,311 157,994 62,158 0 0 0 0 0 8,463
4 高　畠　　　裕 240,000 135,426 0 51,150 62,158 0 0 22,118 0 104,574
5 戸　倉　宏　一 240,000 201,841 87,001 40,840 74,000 0 0 0 0 38,159
6 荒　井　寿　夫 240,000 459,888 51,280 72,496 336,112 0 0 0 0 0 219,888
7 根　本　建　一 240,000 245,108 0 91,026 154,082 0 0 0 0 0 5,108
8 室　井　伸　一 240,000 216,063 12,941 157,120 0 0 0 13,002 33,000 23,937
9 緑　川　摂　生 240,000 254,145 0 91,026 163,119 0 0 0 0 0 14,145
10 柴　原　隆　夫 240,000 0 0 0 0 0 0 0 0 240,000
11 菅　原　修　一 240,000 357,562 12,941 91,026 187,451 0 0 42,227 23,917 0 117,562
12 北　野　唯　道 240,000 380,737 0 0 380,737 0 0 0 0 0 140,737
13 水野谷　正　則 240,000 240,583 47,074 157,120 27,197 0 0 9,192 0 0 583
14 佐　川　京　子 240,000 234,811 74,060 41,133 106,975 0 0 12,643 0 5,189
15 藤　田　文　夫 240,000 216,668 87,001 40,840 74,000 0 0 14,827 0 23,332
16 大　花　　　務 240,000 319,931 0 91,026 192,390 0 0 36,515 0 0 79,931
17 縄　田　角　郎 240,000 195,386 0 157,120 0 0 0 6,790 31,476 44,614
18 石　名　国　光 240,000 242,250 74,060 41,133 50,400 0 0 76,657 0 0 2,250
19 高　橋　光　雄 240,000 391,429 27,807 157,120 206,502 0 0 0 0 0 151,429
20 大　竹　功　一 - - - - - - - - - - -
21 山　口　耕　治 240,000 246,030 109,006 40,840 74,000 0 0 22,184 0 0 6,030
22 須　藤　博　之 240,000 240,593 74,060 41,133 0 0 0 0 125,400 0 593
23 深　谷　　　弘 240,000 124,445 0 0 0 0 0 81,600 42,845 115,555
24 筒　井　孝　充 240,000 175,284 32,591 23,400 62,158 0 0 57,135 0 64,716

合　　　　計 5,520,000 5,638,257 755,336 1,685,719 2,431,583 0 250 474,631 290,738 664,668 782,925
構成割合 13.4% 29.9% 43.1% 0.0% 0.0% 8.4% 5.2%

※支出額のうち交付額を超える金額については個人負担です。

市議会ホーム
ページでも公
開しています。

（単位：円）

＜経費の範囲＞
●調査研究費　市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
●研修費　議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
●広報費　市政及び議員の活動について市民に報告するために要する経費
●広聴費　市民からの市政及び議員活動に対する要望及び意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費
●会議費　議員が各種会議を開催するために必要な経費、団体等が開催する意見交換会等各種会議の参加に要する経費
●資料作成費　議員の活動に必要な資料の作成に要する経費
●資料購入費　議員の活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費


